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背景: 初期段階、特に軽度認知症および認知症発症前での認知機能低下を発見することは重要である。

認知機能の処理速度とワーキングメモリーは認知機能低下に影響すると報告されている。また握力は簡

易に測定でき安価な認知機能低下の指標になると報告されている。しかしながら握力と処理速度とワー

キングメモリーの関連は不明である。また握力と認知機能の関連における遺伝環境構造は不明である。

そのため本研究の目的は、握力と処理速度及びワーキングメモリーに関連があるか検討すること、加え

てこれら変数間の関連における遺伝環境構造を検討することとする。 

 

方法: 一卵性双生児ペアと二卵性双生児ペアの握力、処理速度(符号問題で測定)、及びワーキングメモ

リー(数唱で測定) を測定した。一般化推定方程式を用いて握力と処理速度及びワーキングメモリーの関

連を分析した。構造方程式モデリングを用いて、これら変数間の関連における遺伝環境構造を検討した。 

 

結果: 一般化推定方程式の結果、握力は符号問題と関連はあったが数唱とは関連がなかった。構造方程

式モデリングの結果、握力と符号問題及び数唱に共通する遺伝要因が示された。  

 

結論: 本研究により握力は処理速度と関連があることが示され、握力は初期段階の認知機能低下発見の

指標となると示唆された。握力と処理速度及びワーキングメモリーに共通する遺伝要因が発見された。 
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